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江
戸
川
乱
歩
は
、
欧
米
に
お
け
る
最
先
端
の
ミ
ス
テ
リ
ー
を
い
ち

は
や
く
吸
収
す
る
と
と
も
に
、
犯
罪
学
、
法
医
学
、
性
科
学
、
心
理

学
を
始
め
と
す
る
隣
接
諸
科
学
の
知
見
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
積
極

的
な
作
家
だ
っ
た
。
一
九
二
〇
～
三
〇
年
代
に
お
け
る
都
市
の
近
代

化
、
大
衆
文
化
の
勃
興
、
メ
デ
ィ
ア
の
発
達
と
い
っ
た
社
会
状
況
の

変
化
を
敏
感
に
察
知
し
、
探
偵
小
説
の
語
り
、
描
写
、
人
物
造
型
、

プ
ロ
ッ
ト
構
成
な
ど
に
さ
ま
ざ
ま
な
新
風
を
吹
き
込
ん
だ
。
戦
後
は

数
々
の
探
偵
小
説
雑
誌
の
編
集
に
携
わ
り
、
探
偵
小
説
界
の
隆
盛
と

後
継
作
家
の
育
成
に
尽
力
し
た
。

さ
ら
に
、
乱
歩
は
探
偵
小
説
作
家
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
の
生
涯

に
お
け
る
様
々
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
伝
説
化
さ
れ
る
偶
像
で
あ
り
、
現

在
も
新
し
い
フ
ァ
ン
を
獲
得
し
続
け
て
い
る
。
ド
ラ
マ
や
映
画
、
漫

画
の
原
作
に
な
る
こ
と
も
多
く
、
そ
の
作
品
世
界
は
日
々
新
た
に
解

釈
し
直
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。

こ
う
し
た
作
家
的
特
質
を
考
え
る
と
き
、
特
に
注
目
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
は
、
彼
が
膨
大
な
文
献
史
資
料
を
駆
使
し
て
小
説
の
着

想
や
斬
新
な
ト
リ
ッ
ク
を
生
み
だ
す
翻
案
家
で
あ
る
と
同
時
に
、
自

作
の
構
想
や
執
筆
の
過
程
を
事
細
か
に
記
録
保
存
す
る
マ
ニ
ア
で
も

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
乱
歩
の
文
学
的
営
為
の
全
貌
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
に
は
、
彼
が
遺
し
た
旧
蔵
資
料
の
整
理
・
分
析
が
不

可
欠
な
の
で
あ
る
。

立
教
大
学
は
二
〇
〇
二
年
三
月
に
旧
邸
の
土
地
と
建
物
（
母
屋
、

洋
館
、
土
蔵
）
を
購
入
す
る
と
と
も
に
大
衆
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
を

設
立
し
、
和
書
一
三
〇
〇
〇
冊
、
洋
書
二
六
〇
〇
冊
、
雑
誌
五
五
〇

〇
冊
を
所
蔵
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
セ
ン
タ
ー
に
は
乱
歩
関
連
の

膨
大
な
資
料
が
寄
託
さ
れ
、
原
稿
・
草
稿
、
書
簡
、
切
抜
資
料
、
手

パ
ネ
ル
発
表
「
江
戸
川
乱
歩
所
蔵
資
料
の
活
用
に
よ
る
探
偵
小
説
研
究
」
の
発
表
報
告

　
　
　
　
◦
発
表
者
：
石
川
　
巧
・
落
合
教
幸
・
金
子
明
雄
・
川
崎
賢
子

　
　
　
　
◦
デ
ィ
ス
カ
ッ
サ
ン
ト
：
浜
田
雄
介
　
◦
司
会
：
小
松
史
生
子

日
本
近
代
文
学
会
春
季
大
会
（
二
〇
一
八
年
五
月
二
六
日
　
於
：
早
稲
田
大
学
）
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帳
・
ノ
ー
ト
・
メ
モ
類
、
戦
時
資
料
、
読
書
ノ
ー
ト
・
評
論
執
筆
用

資
料
、
探
偵
小
説
・
江
戸
文
献
に
関
す
る
カ
ー
ド
、
雑
誌
編
集
や
探

偵
作
家
ク
ラ
ブ
の
運
営
に
関
す
る
資
料
、
書
籍
の
書
き
込
み
に
関
す

る
調
査
、
脚
本
資
料
、
映
像
資
料
、
音
声
資
料
な
ど
が
分
類
保
存
さ

れ
て
い
る
。

ま
た
、
近
年
、
乱
歩
研
究
は
海
外
に
お
い
て
も
注
目
さ
れ
つ
つ
あ

る
。「
乱
歩
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
」
を
起
点
に
始
ま
っ
た
日
本
と
ア
メ
リ

カ
の
研
究
活
動
は
す
で
に
二
〇
年
近
い
歴
史
を
重
ね
て
い
る
し
、
二

〇
一
六
年
一
〇
月
に
は
パ
リ
日
本
文
化
会
館
と
パ
リ
・
デ
ィ
ド
ロ
大

学
に
お
い
て
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「E

dogaw
a R

anpo oules 

labyrinths de la m
oder-nité japonaise

（
江
戸
川
乱
歩
あ
る
い
は
近

代
日
本
の
迷
宮
）」
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
企
画
者
の

ひ
と
り
で
あ
る
ジ
ェ
ラ
ル
ド
・
プ
ル
ー
が
、「
一
九
七
〇
年
代
に

入
っ
て
か
ら
、
大
衆
文
化
の
再
評
価
、
文
学
理
論
の
中
の
読
者
論
、

視
覚
論
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
論
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
理
論
、
カ
ル
チ
ュ

ラ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
な
ど
の
諸
理
論
に
よ
り
、
乱
歩
の
重
要
性
と

モ
ダ
ニ
テ
ィ
が
再
発
見
・
再
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
先

ず
は
、
ア
メ
リ
カ
と
日
本
で
あ
っ
た
。
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、

以
上
の
変
遷
を
も
と
に
、
ま
た
、
没
後
五
一
年
目
に
、
日
・
米
・
欧

の
三
つ
の
視
点
を
交
差
し
な
が
ら
、
江
戸
川
乱
歩
と
い
う
人
物
、
そ

の
作
品
、
そ
の
背
景
と
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
再
評
価
の
契
機
と
な
っ

た
」（「
江
戸
川
乱
歩
、
巴
里
に
や
っ
て
来
た
。」、『
大
衆
文
化
』
第
16

号
、
二
〇
一
七
年
三
月
）
と
評
価
す
る
よ
う
に
、
乱
歩
の
存
在
は
欧

米
に
お
い
て
も
大
衆
文
化
や
モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
の
関
連
に
お
い
て
再
評

価
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

今
回
の
パ
ネ
ル
は
、
こ
う
し
た
国
内
外
の
研
究
状
況
を
踏
ま
え
て

乱
歩
所
蔵
資
料
を
広
く
公
開
し
て
い
く
た
め
の
取
り
組
み
で
あ
る
。

発
表
を
行
っ
た
四
名
は
、
い
ず
れ
も
大
衆
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
で
研

究
活
動
し
、
日
頃
か
ら
乱
歩
所
蔵
資
料
の
整
理
・
保
存
に
つ
い
て
議

論
を
交
わ
し
て
き
た
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
。
二
〇
一
七
年
か
ら
は
立
教

Ｓ
Ｆ
Ｒ
（
立
教
大
学
学
術
推
進
特
別
重
点
資
金
）
を
取
得
し
、（
1
）

乱
歩
関
連
資
料
の
活
用
に
よ
る
「
芸
術
的
な
文
学
」
の
領
域
と
「
探

偵
小
説
」
と
の
関
係
性
に
関
す
る
研
究
。（
2
）
大
正
後
期
以
降
の
探

偵
小
説
ジ
ャ
ン
ル
の
成
立
を
支
え
た
読
者
層
の
文
化
的
特
質
と
、
大

衆
的
文
学
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
た
探
偵
小
説
と
の
具
体
的
な
コ
ン
タ
ク

ト
の
様
相
の
研
究
。（
3
）
大
正
期
以
降
の
文
学
的
モ
チ
ー
フ
の
背
景

と
な
っ
て
い
る
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
に
か
け
て
の
進
化
論
、

天
才
論
、
精
神
医
学
言
説
、
お
よ
び
、
そ
の
展
開
の
具
体
的
媒
介
と

な
っ
た
海
外
文
学
と
大
正
期
以
降
に
特
徴
的
な
文
学
的
モ
チ
ー
フ
と

の
関
連
性
に
つ
い
て
の
研
究
。（
4
）
大
正
期
以
降
の
文
学
に
特
徴
的

な
モ
チ
ー
フ
や
そ
の
物
語
的
展
開
と
乱
歩
作
品
の
モ
チ
ー
フ
や
物
語

の
形
式
と
の
関
連
性
の
具
体
的
な
研
究
。（
5
）
現
在
の
有
力
な
探
偵
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小
説
研
究
者
と
の
意
見
交
換
を
通
し
て
、
探
偵
小
説
研
究
を
文
学
史

的
記
述
に
接
続
す
る
意
義
や
そ
の
可
能
性
に
つ
い
て
の
研
究
。

―

を
行
っ
て
い
る
。

学
会
当
日
の
パ
ネ
ル
で
は
、
最
初
に
落
合
教
幸
が
「
江
戸
川
乱
歩

資
料
の
現
状
―
保
存
と
公
開
に
向
け
て
」
と
題
し
て
所
蔵
資
料
と
そ

の
現
状
に
関
す
る
報
告
を
行
い
、
そ
の
後
、
石
川
巧
「
海
軍
外
郭
団

体
雑
誌
『
く
ろ
が
ね
』
と
江
戸
川
乱
歩
」、
金
子
明
雄
「〈
大
衆
文
学
〉

は
実
在
し
た
の
か
？

―
「
探
偵
小
説
」
の
ジ
ャ
ン
ル
言
説
と
読
者

イ
メ
ー
ジ
」、
川
崎
賢
子
「
江
戸
川
乱
歩
に
お
け
る
脱
異
性
愛
的
欲
望

の
ゆ
ら
ぎ
と
変
容
を
探
る
」
の
順
で
発
表
を
行
っ
た
。
後
半
は
、

デ
ィ
ス
カ
ッ
サ
ン
ト
を
お
願
い
し
た
浜
田
雄
介
氏
の
問
題
提
起
を
経

て
フ
ロ
ア
全
体
の
議
論
に
移
行
し
た
。




